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6月
定例会

　
第
4
回
定
例
会
が
6
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
の
4
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　
1
日
目
に
、町
長
行
政
報
告
の
後
、請
願
2
件
の
審
査
を
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。一
般
質
問
で
は
病
院
療
食

等
が
取
り
上
げ
ら
れ
、3
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
た
。

　
2
日
目
に
、2
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、常
任
委
員
会
で
請
願
審
査
を
行
っ
た
。

　
最
終
日
に
、請
願
審
査
採
決
を
行
い
請
願
2
件
を
不
採
択
と
し
た
。上
程
さ
れ
た
補
正
予
算
8
議
案
、条
例
改
正
案
1
件
を

原
案
通
り
可
決
し
た
。追
加
提
案
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
案
件
7
件
に
同
意
し
て
閉
会
し
た
。

6月定例会の
あらまし

平成29年度補正予算等

このように決まりました
一般会計203万8千円を減額
一般会計予算総額
59億3196万2千円

内
閣
府
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度

国
家
公
務
員
一
名
派
遣
受
け
入
れ
へ

質
疑
応
答

　
国
で
は
平
成
27
年
度
か
ら

地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
を

推
進
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
に
積
極
的
に
取

り
組
む
市
町
村
に
対
し
て
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
国
家
公

務
員
や
大
学
研
究
者
、
民
間

人
材
を
市
町
村
長
の
補
佐
役

と
し
て
派
遣
し
、
地
域
に
応

じ
た
処
方
箋
づ
く
り
を
支
援

す
る
「
地
方
創
生
人
材
支
援

制
度
」
に
小
国
町
も
派
遣
を

希
望
し
て
い
た
。

　
平
成
29
年
度
は
全
国
55

市
町
村
へ
の
派
遣
が
決
定
し
、

小
国
町
に
は
防
衛
省
か
ら

１
名
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
常
勤
職
員
と
し
て
本
年
８

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
度
末

ま
で
の
２
年
間
派
遣
さ
れ
る

予
定
。

Q
人
件
費
の
財
源
は
自
主

財
源
と
し
て
い
る
が
、
国
家

公
務
員
の
派
遣
な
の
で
、
国

か
ら
の
補
て
ん
は
あ
る
の
か
。

A
町
が
派
遣
の
要
請
を
し
た
。

国
か
ら
人
件
費
の
補
て
ん
す

る
制
度
で
は
無
い
。

　
そ
の
他
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
年
度
当
初
の
人
事
異

動
に
伴
い
人
件
費
の
追
加
お

よ
び
組
み
換
え
等
を
行
っ
た

他
、
降
雪
や
強
風
に
よ
る
農

業
施
設
へ
の
支
援
、
民
間
事

業
者
が
進
め
る
６
次
産
業
化

へ
の
取
り
組
み
や
、
畜
産
施

設
お
よ
び
特
用
林
産
物
生
産

施
設
等
の
整
備
に
対
す
る
助

成
、
観
光
施
設
お
よ
び
体
育

施
設
の
修
繕
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
の
内
示
額
の

減
額
に
伴
う
事
業
の
見
直
し

等
、
合
計
2
0
3
万
８
千
円

を
減
額
し
た
。
補
正
後
の
一

般
会
計
予
算
総
額
は
59
億

3
1
9
6
万
２
千
円
。
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一般会計補正予算の主な内容
地方人材支援制度での派遣受入　　　756万円
嘱託職員雇用　　　　　　　　　　　384万8千円

農業施策分野に携わる「農業支援専門員」と白い森まるごとブランド構想の推進
に携わる「白い森まるごと戦略推進員」の 2 名を雇用

維持補修工事　　　　　　　　　　　274万円
役場庁舎内時計、カリヨンタワー時計の修繕
パークゴルフ場駐車場陥没部補修

元気な6次産業化ステップアップ事業　　　　50万円
特産品等の販路拡大のためのホームページのリニューアルを計画している町内業
者への支援

畜産規模拡大支援事業　　　　　　　218万8千円
飼料用米粉砕機およびソフトグレインサイレージ保管庫整備計画への支援

山の幸振興対策支援事業　　　　　　76万6千円
ナメコ生産施設の整備計画をしている町内業者への支援

梅花皮荘水道配管設備ならびに冷凍庫修繕費用　　　295万6千円
道の駅資材保管庫解体費用　　　　　120万円

路面整備工事　　　　　　　　　　▲2490万円
交付金削減に伴い舟渡上平線舗装工事の延長を 1000m から 370m に短縮する

町道舗装工事　　　　　　　　　　　1062万8千円
町内企業の工場新設に伴い、物流道路としての機能が高まった代場山線の一部の
舗装工事

町営住宅幸町団地解体工事（2戸1棟） 380万円

閉校校舎消防設備修繕費用　　　　　257万7千円
消防法に基づく設備点検および立ち入り検査の結果による

総 務 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

教 育 費

特別会計補正予算（主な内容） 金額

事業会計補正予算（主な内容）

簡易水道事業特別会計

　水位計システム維持管理

訪問看護特別会計

　人事異動に伴う人件費

介護保険特別会計

　介護保険システム改修業務委託

後期高齢者医療特別会計

　保険料還付金

13 万円

760 万 5 千円

388 万 3 千円

10 万円

病院事業会計　　　

　人事異動および法定福利費の増額に伴う経費の組み換え

水道事業会計　　　

　新水源地の電気保安業務に要する経費

老人保健施設事業会計　　　

　人事異動および法定福利費の増額に伴う経費の組み換え

37 万円

11 万 8 千円

36 万 2 千円
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請願

人事

町立病院に関する
2件の請願  不採択

農
業
委
員
会
委
員

7
名
の
任
命
に
同
意

臨時
議会

《
新
た
に
任
命
さ
れ
た

　
　
　
　
　
農
業
委
員
会
委
員
》

　
平
成
29
年
７
月
19
日
を
も
っ
て
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
平
成
28
年
12
月
定
例
会
で
決
定
し
た
「
小
国
町
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の

定
数
に
関
す
る
条
例
」
で
定
め
た
定
員
７
名
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

　
任
期
は
平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
。

　
第
3
回
臨
時
議
会
が
５
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
4
議
案

が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
の
採
決
の
ほ
か
、
任
期
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
る
常
任
委
員
会

委
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
各
常
任
委
員
会
委
員
が
決
定
し
た
。
合
わ
せ
て
議
会
運

営
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
も
選
任
さ
れ
た
。【
詳
細
は
15
ペ
ー
ジ
で
】

◎
伊
 
藤
 
実
千
昌
 
氏

　
小
国
町
田
沢
頭

◎
川
 
　
 
吉
 
巳
 
氏

　
小
国
町
大
石
沢

◎
横
 
山
 
信
 
一
 
氏

　
小
国
町
泉
岡

◎
小
 
嶋
　
　
　
剛
 
氏

　
小
国
町
町
原

◎
大
 
谷
 
健
 
人
 
氏

　
小
国
町
西

◎
安
 
部
　
 
 
茂
 
氏

　
小
国
町
小
股

◎
舟
 
山
 
秋
 
子
 
氏

　
小
国
町
町
原

請 願 者 付託委員会請 願 の 要 旨請 願 名 委員会の結果 本会議採決結果

小国町立病院の看
護師を募集するこ
とを求める請願

看護師の労働強化につ
ながり、様々な所に無
理が生じないように、
早急に看護師を募集し、
安全で安心して医療が
受けられる体制づくり
を求める。

不採択

  賛成 3 人
（石山・小関・伊藤）
 反対 6 人

（今・間宮・遠藤・
  小林・安部・米野）

不採択本間義信 総務厚生

「小国町立病院がど
うしたら赤字解消
できるのか」調査
特別委員会を設置
して、調査解明を求
める請願

町立病院の経営状況が
厳しいのであれば、議
会で調査特別委員会を
設置して調査、解明す
べきである。

不採択

 賛成 3 人
（小関・伊藤・米野）
 反対 6 人

（今・間宮・石山・
  遠藤・小林・安部）

不採択本間義信 総務厚生



人手不足の解消が求められる

小
関
　
こ
の
度
の
病
院
の
療

食
業
務
の
外
部
委
託
は
、
年

間
の
経
費
が
7
0
0
万
円
程

増
加
し
、
町
内
商
店
か
ら
の

食
材
納
入
額
が
2
0
0
0
万

円
程
減
る
見
込
み
と
聞
い
て

い
る
。

 
人
口
が
減
り
商
店
の
経
営

も
大
変
だ
と
聞
い
て
い
る
。

高
齢
者
が
増
え
続
け
る
当
町

に
お
い
て
商
店
が
消
滅
す
る

事
態
は
回
避
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
委
託
業
者
と
の

話
し
合
い
は
ど
う
な
っ
た
か
。

ま
た
、
こ
の
度
の
外
部
委
託

は
、
農
商
工
の
連
携
・
地
産

地
消
に
つ
い
て
も
重
要
な
施

設
を
失
っ
た
と
考
え
る
。
外

部
委
託
に
至
っ
た
経
緯
と
、

そ
の
時
期
を
聞
き
た
い
。

町
長
　
平
成
27
年
12
月
ま
で

は
、
調
理
員
12
名
で
交
代
勤

務
も
円
滑
に
確
保
で
き
る
体

制
で
あ
っ
た
が
、
翌
28
年
４

月
に
は
10
名
と
な
り
栄
養
士

が
調
理
業
務
を
補
完
す
る
な

ど
不
安
定
な
体
制
と
な
っ
た
。

断
続
的
に
募
集
を
行
っ
て
き

た
が
応
募
が
あ
っ
て
も
短
期

間
で
退
職
す
る
事
態
が
続
い

て
き
た
。
ま
た
、
調
理
員
の

年
齢
構
成
や
求
人
の
応
募
状

況
等
を
考
え
る
と
、
安
定
的

な
食
事
提
供
を
維
持
で
き
な

い
と
危
惧
し
た
。
療
食
は
、

3
6
5
日
継
続
し
て
３
食
を

提
供
す
る
業
務
で
あ
る
が
、

置
賜
管
内
で
も
募
集
に
対
し

て
応
募
が
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
環
境
を
認
識
し
た

う
え
で
、
調
理
員
等
の
人
材

が
不
足
す
る
場
合
の
補
充
の

実
態
や
災
害
時
に
お
け
る
食

材
の
確
保
等
の
リ
ス
ク
を
回

避
し
て
い
く
た
め
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
対

応
が
可
能
な
民
間
事
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
検
討
は
、
東
日
本
大
震
災

後
に
行
っ
た
が
、
今
回
、
平

成
28
年
に
検
討
を
再
開
す
る

ま
で
具
体
的
に
動
い
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
ま
た
委
託
業

者
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て

は
、
４
月
12
日
に
町
内
業

者
か
ら
の
食
材
納
入
に
向
け

た
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
３
店
舗
か
ら
の
納

入
業
者
の
登
録
と
食
材
の
見

積
も
り
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
町
と
し
て
は
、
委
託

業
者
に
対
し
引
き
続
き
出
来

る
限
り
町
内
か
ら
の
食
材
調

達
を
要
請
し
て
い
く
。
ま
た
、

町
内
産
食
材
を
活
用
し
た
献

立
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
な

ど
、
町
内
か
ら
の
食
材
確
保

に
取
り
組
む
。

小
関
　
外
部
委
託
に
至
る
前

に
調
理
員
の
処
遇
改
善
等
の

努
力
は
し
た
の
か
。

病
院
事
務
長
　
色
々
な
職
種

が
あ
り
調
理
員
だ
け
賃
金
を

改
善
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

小
関
　
こ
の
度
の
療
食
の
外

部
委
託
は
、
役
場
職
員
の
仕

事
と
責
任
の
軽
減
だ
け
で
あ

る
。
商
業
者
の
動
向
や
労
働

者
の
現
状
を
把
握
し
て
、
早

急
に
改
善
策
を
取
る
つ
も
り

は
な
い
か
。

町
長
　
こ
の
度
の
外
部
委
託

は
一
義
的
に
、
療
食
を
受
け

て
い
る
患
者
の
為
と
し
て
決

断
し
た
。

病
院
事
務
長
　
月
に
一
度
の

受
託
者
側
と
の
話
し
合
い
の

場
に
お
い
て
状
況
を
確
認
し
、

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善

し
て
い
き
た
い
。
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一 般 質 問一 般 質 問

町
長

町
長

病
院
事
務
長

病
院
事
務
長

小
関

小
関

小
関

小 関 和 好 議員
こ せき かず よし



小
林
　
町
長
は
町
づ
く
り
に

臨
む
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
「
情
報
の
共
有
化
に
よ
る

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
行
政
運
営
の
透
明

性
を
確
保
し
、
協
働
の
町
づ

く
り
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
町

政
運
営
に
よ
り
、
行
政
と
住

民
が
思
い
を
一
致
し
て
町
づ

く
り
に
取
組
む
た
め
、
自
治

基
本
条
例
の
制
定
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
聞

き
た
い
。

町
長
　
自
治
基
本
条
例
は
行

政
へ
の
住
民
参
加
の
保
障
、

情
報
の
共
有
、
住
民
・
議
会
・

行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責

任
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
、

住
民
投
票
制
度
を
盛
り
込
ん

だ
例
も
あ
り
、「
自
治
体
の

最
高
法
規
」
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
平
成
13
年
４
月
に
、

北
海
道
ニ
セ
コ
町
の
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
が
最
初

と
さ
れ
て
お
り
、
本
年
３
月

現
在
、
全
国
3
6
5
自
治
体

で
制
定
、
県
内
で
は
、
白
鷹

町
、
川
西
町
な
ど
６
市
町
で

制
定
し
て
い
る
。

　
自
治
基
本
条
例
の
制
定
意

義
が
、
住
民
意
識
の
高
揚
に

よ
り
住
民
が
主
体
的
に
行
政

に
参
画
し
、
自
治
体
と
一
緒

に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
第
４
次
小
国
町
総

合
計
画
基
本
構
想
後
期
計
画

に
制
定
を
掲
げ
て
い
る
。

　
人
口
減
少
時
代
の
い
ま
、

「
住
民
」
の
概
念
や
最
高
規

範
性
、
直
接
民
主
主
義
制
度

の
運
用
の
あ
り
方
な
ど
、
問

題
点
や
課
題
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
ま
ず
は
議
論
の
動
向

を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
住
民
と
民

間
と
行
政
の
協
働
の
仕
組
み

を
精
査
の
う
え
、
基
本
的
な

考
え
方
を
整
理
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

小
林
　
議
会
で
は
、
透
明
性

を
高
め
町
民
に
開
か
れ
た
議

会
の
構
築
を
目
指
し
、
議
会

基
本
条
例
の
制
定
を
検
討
中

で
あ
る
。
町
も
、
住
民
・
議

会
・
行
政
が
協
力
し
合
い
、

足
ら
ざ
る
を
補
い
合
う
町
づ

く
り
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
是
非

条
例
制
定
を
検
討
す
べ
き
。

町
長
　
条
例
の
制
定
に
は
、

色
々
な
角
度
か
ら
検
討
・
議

論
が
必
要
。
情
報
を
収
集
す

る
。

小
林
　
現
行
の
第
４
次
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
は
、
地
方

自
治
法
に
よ
っ
て
策
定
を
義

務
付
け
ら
れ
、
平
成
21
年
度

か
ら
30
年
度
ま
で
10
年
間
を

運
用
期
間
と
し
、
前
期
、
後

期
の
５
年
間
単
位
で
基
本
計

画
を
策
定
、
議
会

審
議
を
経
て
運
用

し
て
い
る
。
い
ま

並
行
し
て
「
小
国

町
地
域
創
生
総
合

戦
略
」
が
平
成
27

年
度
か
ら
31
年
度

ま
で
を
計
画
期
間

と
し
て
、
期
待
す

べ
き
実
現
可
能
な

目
標
値
を
設
定
し

て
政
策
展
開
中
で

あ
る
。

　
平
成
23
年
の
地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
基
本
構
想
の
策
定
義
務

は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
ど

の
よ
う
に
考
え
対
応
し
て
い

く
の
か
聞
き
た
い
。

町
長
　
法
の
改
正
に
よ
り
市

町
村
基
本
構
想
の
策
定
義
務

は
撤
廃
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
も
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
本
町
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
と
な
る
基
本
構
想
の
策

定
は
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、

本
年
度
と
来
年
度
の
２
ヵ
年

に
わ
た
っ
て
策
定
作
業
を
進

め
る
。

　
基
本
構
想
の
決
定
に
つ
い

て
は
、
議
決
を
要
し
な
い
事

案
と
な
っ
て
い
る
が
、
引
き

続
き
議
決
い
た
だ
く
案
件
と

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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今
　
平
成
25
年
度
に
住
宅

実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
が

人
口
減
少
が
加
速
す
る
に
伴

い
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
建

築
物
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
25
年
度
調
査
で
「
危

険
、
損
壊
建
物
」
と
判
断
さ

れ
た
11
軒
に
つ
い
て
４
軒

の
解
体
が
完
了
し
て
い
る
。

残
り
に
つ
い
て
は
、
積
雪
等

の
た
め
軒
先
等
の
破
損
が
見

受
け
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
の
調
査
で
「
危
険
、

損
壊
家
屋
等
」
と
判
断
し
た

建
物
が
４
軒
で
、
現
状
で
11

軒
を
「
危
険
、
損
壊
家
屋
等
」

と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

　
今
　
空
き
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
を

踏
ま
え
た
町
の
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
昨
年
度
、
有
識
者
と

関
係
部
署
の
職
員
か
ら
な
る

「
小
国
町
特
定
空
家
等
対
策

検
討
協
議
会
」
を
設
置
し
て

災
害
発
生
時
に
支
障
と
な
る

恐
れ
の
あ
る
空
き
家
等
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
利

活
用
に
よ
る
空
き
家
の
改
善

を
検
討
し
て
い
く
た
め
、
必

要
と
な
る
判
定
の
内
容
と
物

的
判
断
基
準
を
取
り
ま
と
め

た
。

　
今
年
度
は
特
措
法
に
定
め

る
「
目
視
等
調
査
に
よ
る
空

き
家
等
の
把
握
調
査
」
を
実

施
し
、
改
め
て
現
状
と
実
態

の
把
握
に
努
め
る
。

　
今
　
空
き
家
問
題
へ
の
対

応
と
し
て
条
例
の
制
定
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長
　「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

の
制
定
に
よ
り
、
空
き
家
の

適
正
管
理
条
例
に
規
定
す
べ

き
内
容
は
、
ほ
ぼ
同
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
状

に
お
い
て
は
条
例
を
制
定
し

な
く
て
も
一
定
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
は
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

　
実
態
調
査
の
結
果
や
「
空

家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
に

向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
、

本
町
独
自
の
対
策
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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石
山
　
人
工
透
析
治
療
の
計

画
を
な
ぜ
中
止
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

町
長
　「
医
療
安
全
の
観
点
」

「
医
療
従
事
者
関
連
の
不
安

に
つ
い
て
の
観
点
」「
町
立

病
院
全
体
の
経
営
状
況
を
踏

ま
え
た
上
で
の
透
析
分
野
の

経
営
の
観
点
」
の
検
証
結
果

と
し
て
、
町
立
病
院
で
人
工

透
析
治
療
に
取
り
組
む
こ
と

が
難
し
い
も
の
と
判
断
し
た
。

石
山
　
命
を
繋
ぐ
治
療
は
人

工
透
析
し
か
な
い
患
者
さ
ん

の
思
い
、
そ
の
こ
と
を
支
援

し
て
い
る
町
民
の
思
い
を
町

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
　
平
成
28
年
12
月
定
例

会
で
提
出
さ
れ
た
請
願
を
、

議
会
が
趣
旨
採
択
さ
れ
た
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
3
月

定
例
会
の
一
般
質
問
で
真
摯

に
受
け
止
め
て
い
る
旨
を
申

し
上
げ
た
。

　
透
析
治
療
の
第
一
義
は
患

者
さ
ん
の
命
を
守
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
不

安
を
抱
え
た
ま
ま
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と

判
断
し
た
。

石
山
　
透
析
治
療
計
画
の
突

然
の
中
止
に
よ
り
、
支
援
し

て
い
た
だ
い
た
山
形
大
学
医

学
部
、
公
立
置
賜
総
合
病
院
、

山
形
県
等
各
機
関
と
の
関
係

を
心
配
し
て
い
る
が
。

町
長
　
人
工
透
析
実
施
の
是

非
に
関
し
て
、
関
係
各
機
関

に
段
階
的
に
事
情
説
明
に
伺

っ
て
い
る
。
小
国
町
あ
る
い

は
町
立
病
院
と
し
て
の
事
情

等
に
つ
い
て
ご
理
解
を
賜
っ

て
お
り
、
懸
念
さ
れ
る
よ
う

な
事
態
に
は
至
ら
な
い
。

　石
山
　
小
国
町
立
病
院
で
の

透
析
治
療
が
可
能
に
な
れ
ば
、

患
者
さ
ん
の
通
院
の
軽
減
は

も
と
よ
り
、
医
療
費
用
も
確

実
に
小
国
町
に
入
り
財
政
面

で
も
安
定
す
る
も
の
と
考
え

る
が
。

町
長
　
財
政
面
で
も
安
定
す

る
と
い
う
段
階
に
至
る
に
は

多
面
的
に
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
通
院
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
送
迎
支
援
体
制

を
整
え
て
実
施
し
て
い
る
。

概
ね
好
評
で
あ
り
、
意
見
等

を
整
理
し
な
が
ら
継
続
し
て

行
う
。

石
山
　
基
本
計
画
に
至
る
経

過
と
今
後
の
整
備
に
向
け
た

進
め
方
は
。

町
長
　「
お
ぐ
に
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
」
は
建
設
か
ら
約

半
世
紀
が
経
過
し
て
い
る
。

施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
状

態
と
な
り
、
社
会
経
済
状
況

も
大
き
く
変
化
し
、
公
共
施

設
と
し
て
の
設
備
や
機
能
に

不
足
等
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

本
町
が
抱
え
る
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
平
成
26
年

度
よ
り
ま
ち
づ
く
り
の
新
し

い
拠
点
施
設
と
な
る
次
期
総

合
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た

取
り
組
み
に
着
手
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
住
民
ニ
ー
ズ

等
の
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、

町
民
で
結
成
し
た
検
討
委
員

会
で
の
議
論
と
意
見
を
反
映

し
、
整
備
に
向
け
た
「
基
本

構
想
」「
基
本
計
画
」
を
と

り
ま
と
め
た
。
今
後
は
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
基
本
設

計
に
取
り
掛
か
る
。

石
山
　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
が
あ
っ
た
が
、
町
民
が

望
ん
で
い
る
「
総
合
セ
ン
タ

ー
」
と
は
ど
の
よ
う
な
機
能

を
持
っ
た
施
設
を
予
定
し
て

い
る
か
。

町
長
　
図
書
館
機

能
な
ど
生
涯
学
習

に
係
る
ニ
ー
ズ
、

身
近
に
交
流
、
憩

え
る
場
と
し
て
の

ニ
ー
ズ
、
情
報
発

信
や
交
流
機
能
と

し
て
の
ニ
ー
ズ
、

芸
術
文
化
の
享
受

や
地
域
文
化
の
発
信
ニ
ー
ズ

の
４
点
で
あ
る
。

石
山
　
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
、
税
収
の
減
少
と
不
安

な
状
況
で
あ
る
。
多
額
の
整

備
事
業
費
用
の
確
保
は
。

町
長
　
町
の
財
政
状
況
を
考

え
る
と
、
補
助
金
と
交
付
税

措
置
の
あ
る
地
方
債
に
よ
る

財
源
の
手
当
て
が
望
ま
し
い

こ
と
か
ら
、
補
助
金
制
度
の

研
究
と
政
策
提
言
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
重
要
事
業
と

し
て
新
た
な
拠
点
整
備
に
係

る
補
助
金
制
度
の
創
出
等
に

つ
い
て
国
、
県
に
要
望
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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間
宮
　
新
規
事
業
「
介
護
職

仲
間
創
出
事
業
」
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
、
将
来
の
高
齢

者
率
を
考
え
て
の
直
接
、
間

接
的
な
長
期
的
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

町
長
　「
介
護
職
な
か
ま
創

出
事
業
」
と
し
て
、
介
護
資

格
取
得
支
援
事
業
は
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
修
了
者
へ

の
受
講
料
の
う
ち
８
万
円
を

上
限
に
二
分
の
一
を
助
成
す

る
制
度
に
加
え
、
今
年
度
か

ら
実
務
者
研
修
資
格
を
取
得

し
た
方
に
受
講
料
の
う
ち
10

万
円
を
上
限
に
二
分
の
一
を

助
成
す
る
も
の
。

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事

業
は
、
町
内
在
住
者
の
介
護

技
術
の
取
得
を
促
進
す
る
為

に
、
今
年
度
社
会
福
祉
協
議

会
に
業
務
委
託
し
開
講
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
「
町
介
護

保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
」
の
策
定
に

お
い
て
、
高
齢
者
が
い
き
い

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

間
宮
　
福
祉
の
基
礎
と
も
な

る
人
材
確
保
が
充
足
し
て
い

る
の
か
。

　
人
材
確
保
に
向
け
て
の
養

成
校
や
高
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
、
離
職
率
は
ど
の

よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
そ
の

理
由
を
限
界
あ
る
も
の
と
考

え
る
な
ら
、
そ
の
所
見
も
伺

い
た
い
。

町
長
　
小
国
高
校
に
在
学
す

る
生
徒
及
び
移
住
者
の
方
に

は
介
護
資
格
取
得
支
援
事
業

で
は
15
万
円
を
上
限
に
、
受

講
料
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業

は
無
料
で
受
講
で
き
る
も
の

と
し
た
。
　

　
介
護
の
担
い
手
不
足
が
将

来
は
深
刻
に
な
る
と
懸
念
さ

れ
る
。「
介
護
職
な
か
ま
創

出
事
業
」
の
継
続
に
よ
り
、

介
護
技
術
を
有
す
る
町
民
を

育
成
し
、
地
域
で
も
高
齢
者

を
支
え
る
体
制
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
町
内
の
介
護

事
業
所
の
人
材
不
足
解
消
に

努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
内
３
つ
の
事
業

所
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の

平
均
離
職
率
は
、

9.2
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
が
、
理
由
は
把

握
し
て
い
な
い
。

間
宮
　
臨
時
介
護
職
員
を
含

め
、
有
資
格
者
、
経
験
者
の

人
材
登
録
的
な
施
策
、
介
護

奨
学
金
等
の
導
入
を
展
開
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
移
住

対
策
、
定
住
促
進
の
仕
事
提

供
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
国
で
は
介
護
人
材
確

保
の
た
め
「
離
職
し
た
人
材

の
呼
び
戻
し
」「
新
規
参
入

促
進
」「
離
職
防
止
・
定
着

促
進
」
の
３
つ
の
柱
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
国
の
政
策
を

効
果
的
に
導
入
す
る
と
と
も

に
「
介
護
職
な
か
ま
創
出
事

業
」
の
実
績
等
を
勘
案
し
な

が
ら
制
度
の
充
実
を
図
り
、

必
要
な
人
材
確
保
に
努
め
て

い
く
。

間
宮
　
小
国
高
校
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
こ
れ
ま
で

二
度
事
業
説
明
に
伺
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
今
年
度
小
国
高
校

を
希
望
す
る
中
学
生
に
も
ピ

ー
ア
ー
ル
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
。

間
宮
　
臨
時
職
員
へ
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加
助

成
を
行
っ
て
い
る
か
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
長

　
正
規
、
臨
時
職
員
と
区
別

す
る
こ
と
な
く
研
修
へ
の
参

加
、
又
参
加
費
用
を
助
成
し

て
い
る
。

間
宮
　
平
成
29
年
に
改
正
さ

れ
た
厚
労
省
の
「
介
護
職
員

処
遇
改
善
加
算
　
算
定
」
に

係
る
体
制
の
「
新
要
件
」
を

満
た
す
も
の
と
し
て
今
年
度

の
申
請
は
行
わ
れ
た
か
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
長

　
申
請
を
行
い
「
要
件
」
に

合
致
し
た
と
し
て
、
加
算
を

取
得
し
て
い
る
。

間
宮
　
今
後
さ
ら
に
高
齢
化

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
こ
れ

ま
で
町
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

高
齢
の
方
々
を
、
若
い
世
代

の
方
々
が
介
護
し
て
い
く
社

会
づ
く
り
を
期
待
す
る
。

9

一 般 質 問一 般 質 問

健
康
福
祉
課
長

介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
長

介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
長

町
長

町
長

町
長
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間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間 宮 尚 江 議員
ま みや ひさ え

温身の郷での介護のようす
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高校生議会
平成29年2月22日（水） 魅

力
と
活
気
あ
ふ
れ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

　
小
国
町
議
会
で
は
平
成
27
年
12
月
の
定
例
会
に
お

い
て
「
小
国
町
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
て
「
町
民
に
開
か
れ
た
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
」

を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
活
動
の
一
環
と
し

て
、
２
月
22
日
、
町
議
会
が
主
催
し
て
「
高
校
生
議

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
高
校
生
議
会
は
小
国
高
校
２
年
生
（
当
時
）

井
上
美
空
さ
ん
が
議
長
と
な
っ
て
会
議
を
進
行
し
、

６
名
の
生
徒
が
議
員
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
質

問
や
提
言
を
、
一
般
質
問
の
形
で
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
町
議
会
議
員
が
担
当
課
長
と
な
っ
て
、
生
徒
た

ち
の
質
問
に
答
弁
し
ま
し
た
。

2 月 22 日午後 1 時 40 分、役場 4 階議場で開会



▼
今
 
　
　
陽
　
洸

　
少
子
高
齢
化
や
次
代
を
担

う
こ
ど
も
達
の
健
全
な
育
成

の
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
、

日
常
行
動
を
安
全
な
も
の
に

す
る
た
め
、
歩
道
整
備
を
中

心
と
し
た
交
通
安
全
対
策
等

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
の
小
国
町

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

▼
地
方
創
生
課
長

（
今
康
成
議
員
）

　
平
成
28
年
に
「
小
国
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
お
り
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
し

か
し
な
か
な
か
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
。
今
後
の
整
備

の
中
で
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

▼
相
　
馬
　
杏
　
哉

　
少
子
高
齢
化
な
ど
が
原
因

で
人
口
減
少
に
拍
車
が
か
か

っ
て
い
る
。
要
因
は
若
者
の

町
外
へ
の
流
出
が
原
因
な
の

で
は
な
い
の
か
と
考
え
た
。

　
北
海
道
栗
山
町
で
は
地
元

住
民
の
愛
着
度
醸
成
を
促
進

し
な
が
ら
「
住
み
た
い
、
住

み
つ
づ
け
た
い
」
と
思
う
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
化

を
図
っ
て
い
る
。
他
に
も
お

も
し
ろ
く
効
果
的
だ
と
思
わ

れ
る
取
り
組
み
を
多
く
の
自

治
体
で
行
っ
て
い
る
。
小
国

町
で
は
若
者
の
流
出
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
町
づ
く

り
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
の
か
。

▼
定
住
促
進
課
長

（
小
林
嘉
議
員
）

　
人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
、

町
外
へ
の
進
学
や
就
職
等
が

あ
る
。
加
え
て
出
生
率
の
減

少
や
、
若
者
の
減
少
は
「
町

の
消
滅
」
に
繋
が
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
変
な
危

機
感
を
感
じ
て
い
る
。

　
町
で
は
「
白
い
森
の
国
お

ぐ
に
」
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
20
代
、
30
代

の
若
者
が
中
心
と
な
っ
た
「
白

い
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
準
備
会
」

を
立
ち
上
げ
、
地
元
へ
の
愛

着
度
醸
成
を
深
め
る
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。
若
い
方

の
発
想
力
、
行
動
力
は
活
気

あ
る
町
づ
く
り
に
重
要
で
あ

る
。
高
校
で
も
議
論
を
深
め

て
ご
意
見
や
提
言
を
い
た
だ

き
た
い
。

▼
安
　
達
　
龍
　
輝

　
小
国
町
の
「
白
い
森
構
想
」

で
は
、
３
つ
の
交
流
基
地
の

整
備
、
機
能
ア
ッ
プ
と
そ
れ

ぞ
れ
を
有
機
的
に
結
び
つ
け

る
こ
と
で
交
流
と
定
住
の
環

境
整
備
を
図
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
人
口
が
８
千
人
弱
に

減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
は

次
の
３
点
に
つ
い
て
対
策
が

必
要
と
考
え
る
。

　
１
つ
は
「
観
光
客
の
減
少
」

対
策
。
２
つ
目
は
「
定
住

促
進
」
対
策
。
３
つ
目
は
「
若

者
の
地
元
離
れ
」
対
策
。
町

で
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

か
。

▼
白
い
森
町
づ
く
り
課
長

（
間
宮
尚
江
議
員
）

　
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
な
ど
の
交
流
施

設
や
、
石
楠
花
祭
り
、
熊
祭

り
、
黒
沢
峠
祭
り
な
ど
地
域

住
民
が
一
丸
と
な
っ
た
イ
ベ

ン
ト
が
多
数
あ
る
。
こ
う
し

た
町
の
豊
か
な
交
流
資
源
を

活
か
し
て
、
誘
客
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
。
ま
た
雇
用
の
マ

ッ
チ
ン
グ
や
起
業
支
援
な
ど

を
行
い
移
住
定
住
の
促
進
を

図
る
。
さ
ら
に
教
育
奨
学
金

制
度
な
ど
、
本
町
へ
の
回
帰

を
支
援
し
て
い
く
。

▼
笠
　
原
　
一
　
輝

　
小
国
町
に
は
施
設
入
所
の

待
機
高
齢
者
が
多
数
い
る
。

そ
の
解
決
の
た
め
介
護
施
設

を
増
設
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
働

く
人
を
増
や
す
た
め
、
も
っ

と
小
国
の
魅
力
を
発
信
し
、

町
外
か
ら
も
職
員
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

　
ま
た
、
老
後
を
小
国
町
で

過
ご
し
て
も
ら
う
「
ふ
る
さ

と
福
祉
」
や
町
立
病
院
が
ア

ス
モ
で
行
っ
て
い
る
「
ま
ち

か
ど
医
療
相
談
室
」
を
発
展

さ
せ
て
、
町
民
総
合
体
育
館

や
廃
校
舎
を
利
用
し
て
、
高

齢
者
同
士
が
集
ま
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
れ
ば
と
も
思
う
。

▼
長
寿
福
祉
課
長

（
石
山
久
美
子
議
員
）

真剣なまなざしで町政を問う
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高校生議会
ま
ち
づ
く
り
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を

「
お
ぐ
に
」へ
の

愛
着
を
醸
成

白
い
森
構
想
と

活
性
化

高
齢
者
福
祉
の

充
実
を
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高
齢
化
の
現
状
か
ら
、
高

齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

町
で
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
そ

の
人
ら
し
く
最
後
ま
で
生
活

で
き
る
よ
う
に
」
保
健
・
医

療
・
介
護
が
連
携
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

笠
原
議
員
の
提
案
を
参
考
に
、

よ
り
充
実
し
た
活
気
あ
る
福

祉
施
策
の
展
開
を
目
指
し
て

い
く
。

▼
白
　
川
　
祐
　
衣

　
小
国
町
に
は
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
雄
大
な
自
然
が
あ
る
。

私
た
ち
に
は
当
た
り
前
の
風

景
だ
が
、
他
県
や
首
都
圏
に

住
ん
で
い
る
方
た
ち
に
は
魅

力
的
で
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
を
全
国
に

発
信
す
る
力
が
足
り
な
い
と

思
う
。
S
N
S
の
活
用
な
ど

様
々
な
ピ
ー
ア
ー
ル
方
法
で

知
名
度
を
上
げ
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。
注
目
さ
れ
知
名

度
が
上
が
れ
ば
、
移
住
者
が

増
え
人
口
減
少
の
歯
止
め
に

も
な
る
と
考
え
る
。

▼
交
流
促
進
課
長

（
小
関
和
好
議
員
）

　
町
内
で
は
道
の
駅
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
町
の
駅
を
は
じ
め

梅
花
皮
荘
や
り
ふ
れ
な
ど
の

観
光
交
流
施
設
、
物
産
品
を

取
り
扱
う
直
売
施
設
に
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
い

る
。
ま
た
置
賜
管
内
の
観
光

協
会
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。

さ
ら
に
小
国
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
観
光
案
内
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
等
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
の
告
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
ピ
ー
ア
ー
ル
の
目
的
が
移

住
促
進
な
の
か
、
観
光
の
食

な
の
か
体
験
な
の
か
自
然
の

癒
し
な
の
か
、
す
べ
て
を
宣

伝
し
た
い
た
め
に
焦
点
の
ぼ

け
た
情
報
発
信
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
後
は
「
白
い
森
ブ
ラ
ン

ド
構
築
」
を
目
指
し
、
効
果

的
な
情
報
の
発
信
に
努
め
る
。

▼
益
　
田
　
晃
　
汰

　
農
業
や
林
業
に
力
を
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る

の
か
。

　
ま
た
、
道
の
駅
は
ト
イ
レ

が
小
さ
い
、
店
が
少
な
い
、

人
が
来
に
く
い
な
ど
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
。
町
内
外
の
親

子
が
一
日
遊
べ
る
よ
う
に
遊

具
や
、
花
を
植
え
る
な
ど
の

工
夫
が
必
要
と
思
う
。

▼
産
業
推
進
課
長

（
遠
藤
和
彦
議
員
）

　
農
林
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
担
い
手
の
高
齢
化
、
産

地
間
競
争
な
ど
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
が
、
小
国
の
特
性

を
活
か
し
、
農
林
業
を
目
指

す
若
者
が
夢
を
持
っ
て
従
事

で
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
関
係

機
関
や
団
体
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
道
の
駅
は
本
町
の
魅
力
や

情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
再
整
備
に
つ
い
て

検
討
す
る
会
議
を
開
催
し
、

ト
イ
レ
の
改
修
や
ワ
イ
フ
ァ

イ
の
範
囲
拡
大
、
外
国
人
向

け
案
内
板
整
備
な
ど
を
優
先

し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
気
軽
に
道
の
駅
を
利
用
し

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
取
り
込
ん
で
い
く
。

議員はいつもとは違う執行部側の席に
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S
N
S
で

　
魅
力
発
信

農
林
業
振
興
と

道
の
駅
整
備

高校生議会



議
員
にな

っ
て
み
て
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高校生議会
　
議
長
と
い
う
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
始
め
は
務
ま
る
の

か
不
安
で
し
た
が
、
最
後

に
温
か
い
拍
手
を
い
た
だ

い
て
、
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
議
長
席
か

ら
小
国
町
の
現
状
を
改
め

て
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

と
向
き
合
い
、
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
力
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
小
国
町
の
現
状
や
財
政

状
況
、
福
利
厚
生
な
ど
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
小
国
町
の
状
況

を
知
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
進
路
決
定
に
も
影
響
す

る
と
思
い
ま
す
。

　
高
校
生
議
会
の
議
員
と

し
て
参
加
し
て
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
高
校
生
議

会
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
一
般
質
問
す
る
に
あ
た

り
、
小
国
町
に
つ
い
て
よ

く
調
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

小
国
町
の
良
さ
や
改
善
点

な
ど
を
自
分
な
り
に
理
解

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
　

　
今
回
の
体
験
は
高
校
生

が
小
国
町
の
現
状
を
理
解

す
る
た
め
に
と
て
も
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
た
な
体
験
を
沢
山
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

質
問
を
考
え
る
こ
と
で
小

国
町
の
事
を
詳
し
く
調
べ
、

町
を
知
る
事
が
で
き
、
小

国
町
へ
の
興
味
が
増
し
ま

し
た
。

 
こ
れ
ま
で
、
議
場
を
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

実
際
に
席
に
座
り
、
発
言

し
、
町
議
会
の
方
に
聞
い

て
も
ら
い
素
晴
ら
し
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

　　
小
国
町
の
良
い
と
こ
ろ
、

悪
い
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
緊
張
し
ま
し
た
が
、
身

近
な
産
業
と
道
の
駅
の
質

問
を
し
ま
し
た
。
実
際
に

町
議
会
の
方
に
聞
く
大
切

さ
を
知
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　　
小
国
町
で
起
こ
っ
て
い

る
問
題
や
施
策
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な

機
会
が
な
け
れ
ば
認
識
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
は
質
問
す
る
こ
と
は

簡
単
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
他
地
域
と

の
比
較
や
自
分
の
考
え
を

盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

ず
大
変
で
し
た
。
町
議
会

の
方
々
は
真
剣
に
受
け
止

め
、
答
弁
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
本
番
で
は
緊
張
し
ま
し

た
が
、
質
問
し
自
席
に
戻

る
と
達
成
感
が
あ
り
ま

し
た
。

議
員
にな

っ
て
み
て

　　「
白
い
森
構
想
」
や
小

国
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
の
考
え
や
そ
の

事
業
を
行
う
背
景
な
ど
、

自
分
で
調
べ
た
こ
と
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
っ
と
小
国

町
に
つ
い
て
知
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

議長　井上美空さん
いのうえ み く

こ ん こうよう

今　陽洸くん

そう ま きょうや

相馬　杏哉くん
しらかわ ゆ い

白川　祐衣さん

あ だ ち た つ き

安達　龍輝くん
かさはら かず き

笠原　一輝くん
ます だ こう た

益田　晃汰くん
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委員会活動報告委員会活動報告
◎小国町議会では、2 年で常任委員会等が新体制になります◎小国町議会では、2 年で常任委員会等が新体制になります

総務厚生常任委員会
◆委員会の所管
　《総務企画課・健康福祉課・町民税務課・町立病院・介護老人保健施設・訪問看護
　 ステーション等に関する事項》

◆委員会の所管
　《産業振興課・地域整備課・教育委員会等に関する事項》

●移住・定住の促進について
●保育園機能の現状と今後のあり方
●新小国町立病院改革プランの取り組み
●公共施設等総合計画の策定について
●次期総合センターについて
●定住自立圏構想の推進

●多様性のある機能創出づくり推進
●付加価値が高まる産業化推進
●教育の充実による「人づくり」支援強化

委 員 長
副 委 員 長
委 　 員

事 務 局

遠 藤 和 彦
今 　 康 成
高 野 健 人
小　林　　　嘉
石　山　久美子
後 藤 和 人
高　橋　佳帆里

委 員 長
副 委 員 長
委 　 　 員

事 務 局

伊 藤 重 廣
間 宮 尚 江
米 野 貞 雄
安 部 春 美
小 関 和 好
小 野 正 晴

委 員 長
副 委 員 長
委 　 員

小 林 　 嘉
伊 藤 重 廣
安 部 春 美
遠 藤 和 彦

委 員 長
副 委 員 長
委 員

小 関 和 好
今 　 康 成
石　山　久美子
間 宮 尚 江

テーマ

テーマ

NEWNEW

NEWNEW

5 月 1 日に開催された臨時会において、新しい委員会の構成が決まりました。
任期は平成 29 年 5 月 1 日から平成 31 年 4 月 29 日までです。

5 月 1 日に開催された臨時会において、新しい委員会の構成が決まりました。
任期は平成 29 年 5 月 1 日から平成 31 年 4 月 29 日までです。

　地方自治を取り巻く人口減少・少子高齢社会の
進展などに対する次代の仕組みづくりとして、次
の項目に取り組んでいきます。

文教産建常任委員会

議会運営委員会 議会広報特別委員会



《西置賜行政組合》
老朽化に伴う新築移転

分署始動です
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消防飯豊分署(旧置農飯豊分校跡地へ) 消防白鷹分署(現白鷹町役場に隣接した地へ)

自治体の広報クリニックを勉強中！

4/14
竣工式
終了

《西置賜行政組合》
老朽化に伴う新築移転

分署始動です新

5月26日 第34回町村議会広報研修会
参加してきました

◆会　場
　ビッグウイング ( 山形市 )
◆講　師
　長岡　光弘　氏
　( グラフィックデザイナー )
◆出席広報委員
　委 員 長　小関　和好
　副委員長　今　　康成
　委　　員　石山久美子
　　　　　　間宮　尚江

今
年
度

新
体
制
の

事
務
局
で
す

事
務
局
長
　

後
藤
　
和
人

事
務
局
長
補
佐

　（
兼
）議
事
主
査

小
野
　
正
晴

書
 
 
記高

橋
佳
帆
里



議
会
に
対
し
て
の
ご
質
問
、ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局 

（
６
２
）２
４
４
８

次
は
9
月
定
例
会
で
す
。
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

 プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
氏
 

名
　
保
科
一
三
氏

 
年
 

齢
　
76
歳

　
住
　
所
　
小
国
町
黒
沢

Q
初
め
に
黒
沢
の
か
や
の
木

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す

　
か
や
の
木
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
年
以
上
前
の
木
と
い

う
事
ぐ
ら
い
し
か
聞
い
て
い

な
い
し
文
献
も
無
い
と
思
い

ま
す
。

　
以
前
は
、
個
人
の
庭
木

と
い
う
事
で
碁
盤
に
し
た

い
の
で
売
っ
て
く
れ
と
い
う

お
話
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

所
有
者
は
、
決
し
て
売
ら
ず

に
今
日
に
至
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

Q
毎
年
「
黒
沢
峠
ま
つ
り
」

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
が

今
後
の
予
定
は
、
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

　
昭
和
55
年
に
黒
沢
峠
保
存

会
を
発
足
し
て
38
年
に
な

り
ま
す
。
昭
和
57
年
に
敷
石

道
が
町
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
昨
年
は
「
や
ま
が
た
景

観
賞
」
の
最
高
賞
を
受
賞
し

「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」

に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
６
月
に
は
「
山
形
県
観

光
物
産
協
会
」
か
ら
功
労
賞

も
受
賞
し
、
今
後
も
黒
沢
峠

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
頑
張

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
10
月
29
日
に
「
第
31
回

黒
沢
峠
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。

Q
議
会
に
対
し
て
の
要
望
が

あ
れ
ば
お
聞
き
し
ま
す
。

　
黒
沢
峠
ま
で
は
、
道
路
が

狭
く
大
型
バ
ス
は
お
断
り

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

道
路
の
拡
幅
を
お
願
い
し

た
い
。

　
議
会
中
継
や
議
会
だ
よ
り

等
を
拝
見
し
て
い
る
が
、
毎

回
決
ま
っ
た
人
し
か
質
問
し

て
い
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

質
問
し
な
い
議
員
は
、
町
民

の
声
を
反
映
す
る
気
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

表
紙
の
説
明

今
号
の
表
紙
は
、
小
国

町
天
然
記
念
物
第
１
号

の
黒
沢
の
か
や
の
木
で
す
。

指
定
年
月
日
　

…
昭
和
57
年
３
月
31
日

樹
齢
…
約
2
5
0
年

樹
高
…
22
メ
ー
ト
ル

周
囲
…
4.6
メ
ー
ト
ル

天
明
３
年
（
1
7
8
3
年
）

の
大
凶
作
の
翌
年
は
、

黒
沢
峠
に
あ
っ
た
栃
の

木
と
共
に
葉
も
実
も
付

け
な
か
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

小
国

町
議

会
だ

よ
り

 
平

成
2

9
年

7
月

1
8

日
発

行
 

 
発

行
 

山
形

県
西

置
賜

郡
小

国
町

大
字

小
国

小
坂

町
二

丁
目

7
0

番
地

小
国

町
議

会
 

 
編

集
 

議
会

広
報

特
別

委
員

会
 
1

0
2

3
8

-6
2

-2
4

4
8

 
 

印
刷

 
㈲

加
藤

印
刷

 
1

0
2

3
8

-6
2

-2
2

5
9

16

　
仙
台
市
の
人
口
が
秋
田
県

全
体
の
人
口
を
超
え
た
そ
う
だ
。

も
う
数
年
で
山
形
県
を
超
え

る
勢
い
で
あ
る
。
東
北
の
一

極
集
中
の
現
象
で
あ
ろ
う
。

　
若
い
人
は
、
希
望
の
職
を

求
め
て
大
都
市
に
集
ま
っ
て

行
く
の
で
、
地
方
は
常
時
人

手
不
足
の
状
況
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
自
治
体
単
独
で
は
、

解
決
は
非
常
に
難
し
い
が
、

こ
の
国
に
は
全
国
町
村
会
と

い
う
組
織
が
あ
る
。
力
を
合

わ
せ
て
何
と
か
国
を
動
か
せ

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
国
会
は
閉
会
と
な
っ
た
が
、

地
方
創
生
は
、
ど
う
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

小
関
（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
高
野
　
健
人

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
小
関
　
和
好

副
委
員
長
　
今
　
　
康
成

委
　
　
員
　
石
山
久
美
子

間
宮
　
尚
江

TOPICS    
INFORMATION

&
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おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

町の人からちょっとひとこと

か
ず

み


